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仏典結集で収載 され なか っ た Nandopananda
　［−ndgarby
’
ada 〃zαna ］と北伝資料に つ い て
林 隆　嗣
1 ． 上 座部の 外典文書 Nandopananda 紀元 5 世紀 の パ ー リ註釈文献 Saman −
tapdsfidika （Sp）に は 「三 つ の 結集で 収載 され なか っ た教 法」 とい うカ テ ゴ リで ，
現 行パ ー リ 三 蔵 に 含 ま れ な い 6 文書 が 列挙 さ れ て い る 1）． 正 典 か ら除 外 さ れ た
「外典 」 とみ な し うる こ れ らの うち ， Nandopanandaは ，　 Visuddhimagga （Vism 　398−
401）な どの 挿入 話か ら テ ク ス ト全体 が 知 られ る 唯
一 の 例 で あ り， パ ー リ 註釈文
献 で は
“
Nandopanandadamana
”
や
“
NandopanandanfigarAjadamana
’
と も呼 ば れ て
い る． 14世紀の ス リラ ン カ人 Anandagriらに よる蔵訳経典 Klu　
’
i　rgyal 　po　dga
’bo　nyer
dga ”dul　ba　’i〃mdo （NandopanandanEgarajadarrianastttra） （Q　no ．755，　D 　no ．39） 1ま， こ の Vism
の 挿話と一 致する た め ， 上 座 部保有の 経典で ある こ とが 判明 して い る．
　ナ ン ドーパ ナ ン ダ は 汎仏教 的 に 馴染 み の あ る竜 王 の 名で あ り， 北伝仏教文献で
は 常 に Nanda と Upananda の 2竜 （兄 弟） と して 描か れ る． 釈尊の 誕 生や 般 涅槃
を始め と して 仏伝 の 様 々 な場面 に顔 を出 し ， 八 大竜王 な どの 竜王 リス トに は 必ず
数 え られ ， また護 呪経典や 密教で もよ く知 られて い る ． そ して そ の なか に上座部
の 外典文書 と 関連す る類 話 も存在す る．Nandoρananda ［−nagarby
−
adamana ］ の 内容
解明とス リ ラ ン カ ・東南 ア ジ ア にお け るナ ン ド
ーパ ナ ン ダ 竜王調伏譚 の 展 開 につ
い て は別 に検 討 した が
2）
， 本稿で は， 上 記 の 資料 的状 況 をふ まえて 上 座部 と北伝
仏教 の 関連文献 を比較 しつ つ ， イ ン ドで の 物語の 普及 と受容 を明 らか にす る
3）
．
2 ． 漢訳 『竜王 兄弟経』　まず ， 支謙訳 （また は失訳 ）の 『竜王 兄 弟経』 Tno ．
597，vol ．15， 131a9−131c4とい う 1 巻 の 漢訳経典 が 存在す る
4）
． こ の 経典 は ， 上 座
部文書で 「世尊の dhammadesan5 （c £ ch ・s　bstan　pa）」 と表現 されて レ・ る 箇所が ， 六
波羅蜜 を勧奨す る内容 （131a15−16： 仏 言人当布施持戒忍辱精進 禅定智慧 ） に な っ て い
るが ， こ の 点以外 に 大乗 的要 素 は な い ． む しろ 舞台設定に始 ま り内容全体が 上座
部の 伝承と よ く一 致する． 例 えば ， エ ピロ
ー グで の 7 日間接待 こそ 語 られ な い が ，
ア ナー タ ピ ン デ ィ カ の 食事招待 と い う枠物語 を有 し ， さ らに ， 頭上 飛行 に対 す る
竜王 の 怒 り， 天 空 を鎌首 で 覆い 暗闇 にす る こ と （131bl： 以 頭覆其上 ）
5）
，比 丘 たち
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の 問い （須檀） と調伏の 名乗 り出 （愛波）の 後で 目連を承認 す る場 面 も見 られ る，
目連 と竜王の 戦闘場面 を比 較する と ， 順序 に は違 い が ある もの の ，
  目連が 大竜 とな り， 須 弥 山 を 7 重 巻 きに する 竜王 を 14重に 巻き， 鎌首 をもた
げ る　（131b11−12）
  互 い に 煙や 火 を放つ （131b5−7）
  小 さ くな り， 竜 王 の 耳 ， 鼻 ， 口 を出入 りし腹に入 る （131b8− 10）
とい う3 つ の 場面 が共通す る． 体内外 の 出入 りは順序 も一 致する． また ， Nando −
pananda で の
“
mahiddhiko 　esa 　n5go
”
に対応 す る 釈尊 の 台詞 （131a24： 此 竜大有威神 ）
は北伝類話の 中で 『竜王兄弟経』だ けに見 られ る． さ らに ， 目連 が 四神足 を自負
す る場面 も本経だ けが 一 致する （131b15−16： 我有四神足 当信持行之）．
　 こ の よ うに物語 の 構成要素に 関す る一 致点 が多い こ とか ら， 『竜 王兄弟経』 は
上 座 部 と同系統の 経典 と考え られ る． また ， 他の 北伝資料で は 「目連 vs ．2 竜 」
の イメ ー ジで 語 られ て い な い が
， 興味深 い こ とに ， 本経で は 目連が 厂分 身」 して
両 竜の 体 内に 侵入 する （131b8：稍 前分 身入 両 竜 身中……） とい う細 や か な描写 が見
られ る． た だ し， 本経 も含め て ナ ン ダ とウ パ ナ ン ダ とい う2 竜の 設定を活か した
描写が 一 切 ない ため ， もともと単竜 の 物語で あ っ たの で は ない か と思わ れる．
3． 『増一 阿含経』 僧伽提 婆訳 『増一 阿含経』Tno．125，　vo1 ．2， 703b13−704bl9（−705
bl9）倦 第二 十八 ， 聴法品第三 十六 ， 第五経）に も 「難陀優槃難陀」の 調伏譚 が含 ま
れる
6）
． 上 座部で は 「外典」で あ る た め ， 当然パ ー リ三 蔵 に は対応 経が ない ． こ
こ で は ， 釈尊の 三 十 三 天 で の 母へ の 説 法 と 3 ヵ 月後の 三 道宝 階降下 とい う有名 な
物 語
7） と連結する た め に ， 全 体 が長大 化 し矛盾 が 生 じ る． つ ま り， 冒頭 の 厂帝
釈天 の 昇天 依 頼 と黙 受」 （703b13−−24）の 次 に 厂目連 の 竜王調伏譚」が あ り， そ の
後で 実 際 に三 十 三 天 に 向けて 出 発す る （705b19以 降）の で ， 昇天 前 に唐突 に 竜王
の 頭上 を飛行 して い る状況が あ り， そ の こ とで彼 らが 空 を飛ぶ 理 由や 目的が 失わ
れ て い る． そ の ため こ れが 嵌め込 まれ た物語で ある こ とは明 らか で ある．
　冒頭 の 舞台設定 は ， 比 丘 の 数 も含め て上座部 （蔵訳） と一 致す る （一時仏在 舎衛
国祗樹 給孤独 園．爾 時釈尊与大比丘 衆五 百人 倶）． こ こ に は ア ナ ー タ ピ ン ダ ダ の 聴 聞
と食事招待 とい う枠 は ない が ， 話の 展 開 も構成要素 も Nando ρananda とよ く一 致
す る． 頭 上 飛行 に対 する 竜王 の 怒 りが発 端で あ り， パ ー リ文の
“
ime　hi　n5ma 　muq −
dakE　sa  arpaka ” とい う侮蔑の 台詞 は ， 北伝資料群の なか で 『増一 阿含』 だけに あ
る （703b25：此諸禿沙門）． 順 に 名乗 り出 る個々 の 比 丘 の 名 は異 なる （阿難…， 大迦葉 ，
阿那律，離越 迦旃延 ， 須菩提，優陀夷，婆竭 ）が
， 最後 に 目連 を釈尊が 指名す る と
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い う流 れ も一 致する． また ， 調伏の 後 帰依を願 い 出た竜王 を 目連が 釈尊の 許に
連 れ て 帰依 させ る とい う結末は，「増一 阿 含』と Nando ρananda に しか 見 られ ない ．
　戦闘場 面 に注 目す る と ， 上 記 「竜王兄弟経』 と も一 致する 3 つ の 主要場面が こ
こ に も含 まれ て い る
8）
． 一 方 ， 目連が 14 の 頭 を有す る 竜 に 変化す るの は独自の
イメ ー ジ で ある
9｝
． また ， 竜王 が 尾で 海面 を 叩 く場面 は ， 目連 も応 じて 対抗 戦 の
1 つ と な り， 『竜王 兄弟経』 よ りも演 出が壮 大 で あ る ． 但 し 目連 が 衆生 を 害す る
の は不適切 と考 え られた の か ， 彼が生 き物 た ちへ の 配慮 を示 して 竜王 の 発 した雷
電霹靂や 大火炎 に は対抗 しない とい う場面 も描 か れ て い る． よ り重 要 なの は ， 上
座 部の Nandopanandaや 『竜王 兄弟経』 に は な か っ た 第 2 幕 （704b19−705bl9）が 用
意 され て い る 点 で ある ． そ こ で は ， プ ラ セ ー ナ ジ ッ ト圭 が 自 らに 対 して 立 っ て 挨
拶 しない 二 人 （両 竜） を見 て 激 怒 し殺 害 を命 じた こ とを， 竜 王が 知 り， 逆 に 王 宮
を破壊 しよ うとす る が ， 目連 は 結跏趺坐 して ， 竜王 の 降 らす雷 ・暴風 雨 ・瓦 石 ・
刀 剣 な ど を次 々 に優鉢蓮華 に変 えて しまうとい う話 で あ る． こ こ で 竜王 は 目連 の
介入 を察知 して 立 ち去 るだ けで あ り， そ もそ も調伏 は 既 に 済 ん で い る こ とか ら も
明 らか に本 来 の 竜王調 伏譚 と は別 の 物語 で ある ．
4 ． 『根本説一・切有部律』　『増 一 阿含』 と同 じく2 部構 成 の 「難陀郎波 難陀」
竜王 調 伏 譚が 『根 本説一 切有 部毘奈耶』 波逸提 法第 82条 「入工 宮 門学処」Tno ．
1442， voL23 ， 866c20−867cl9（−868c27） に も存 在す る 10）． 他 の 広 律 に は 見 られ ず ，
戒条の 内容 とも関連 しな い ため ， こ こ で も嵌め 込 まれた物語で ある と考え られ る ．
　 舞台 は 同 じ （仏 在室 羅伐城逝 多林 給孤 独 園） で あ る が ， h述 の バ ー ジ ョ ン とは展
開 や 内容が大 きく異 なる． シ ュ ラー ヴ ァ ス テ ィ ー で 釈尊の 説法を聞い て 各地 へ 修
行に 出た 比丘 たちの うち ， 須 弥 山 に向 か っ た 者 た ちが竜王 の せ い で 体調 不 良に
な っ て 戻 っ て くる とい うの が事件 の 発端で あ る ． 竜王 は ， 釈 尊た ちの 行動 とは無
関係 に 当初 か ら須 弥 山 に 巻 きつ い て 毎 日 3 回 「毒気」 （ctl　mi 　mthun 　pa
’
i　rlung ） を吐
い て い て ， 目連 の 出撃 に 至 る 過程 に は比 丘 た ちの 名乗 り出が な く釈尊 直々 の 指名
に よ る ．調伏 に 当た っ て は ， 竜王 の 腹中へ の 侵入 と雷 鳴 （867a27−28： 目連即入 其腹
振 大雷 霆 ， cf．　des　de　griyis　kyi　ltor　zhugs 　te　sprin 　chen 　po　bzhin　du　’brug　bsgrags　par　brtsams）が 語
られ る もの の 効果 的な攻撃 とは な らず ， 他の 類話 の 如 く鼻や 耳 を出入 りして 翻弄
す る行為 とは対応 し ない
ll）
． そ の ため 実質的 対 戦 は 「目連が 巨竜化 し，7 重 に須
弥 山 を取 り巻 く竜王 に巻 きつ い て 鎌 首を もた げる」場面の み で ある
12）． 『増 一 阿
含』 で は生 類 に配慮 して 雷電霹靂 ・ 大火炎 に は応 じない が ， 漢訳 『根本有 部律 』
で は竜 王 を瞋怒 させ れ ば 閻浮提全体 に 影響が 及ぶ で あろ うこ とを危惧 した 目連の
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戦略で 未然 に損害 を避 け る 設定で ある （蔵訳 な し）． 竜王 に 対 して 警告 され る業 報
に 関す る 説法 （867b16−18）は他 に見 られず 13）， 目連 の 許で の 帰依 も独特 で ある．
　第 2幕 （867cl9−868c27） も 『増一 阿含』 と同様 ， 竜 王 の 不起立 に対す る 国王 の
憤慨 か ら始 まる． しか し， こ の 不起立 が 竜王 の 不遜 に 由来する もの で は な く， 竜
王が事前 に こ の 点 に つ い て 世尊に相談 （867c27−28：大徳，既見国主合改常儀 ， 我今為
敬法坐 聴，為敬王起立 ）の うえ助言 を得て ， 仏法 こ そ を敬 っ て 聴聞す るた め に坐 し
て い た とい う事情説明が 付 され て い る． また ， 『増
一 阿含』で は竜王 自身が怒 っ
て 報復 を試 み る た め に ， せ っ か くの 調伏 や 帰依 と受戒 が効 果的 な意味 を持 た な く
なるが ， こ ちらは竜王の 従者 （所有部従 ， 部属）た ちの 行為 とな っ て い る ． こ の よ
うに漢訳 『根本有部律』で は齟齬が解 消 され ， 合 理的 に整 え られ て い る．
　 さ らに 「七 日」 と題 す る後 日譚 （868c28−869a20）が あ り， （ア ナ ー タピ ン ダ ダで は
な く）国王が 7 日間の 施食を行 っ た 後 日， 夜 に 火事に な っ た た め ， 夜 中に灯 火 を
点す こ と を禁 じる法令を制定 した 逸話が加 え られ ， 最 後 に ， 竜王の 過去 に疑 い を
抱 く比 丘 た ち に 両 竜 の 前 生 譚 （869a21−b24）が語 られ る ． 蔵訳 （Q　no ．1032：Te　69a3
以 降 ， Dno ．3：Nya 　75a4以 降 ）で は ， 王 の 来訪 に始 まる 第 2 幕 や 後 日譚 「七 日」 を
含 まず ， 竜王 の 帰依か ら比丘 の 疑念 と前生譚 に直結す る （Q ： 70b8， D ： 78a6）．
　11世紀 の KSemendra 作 Avaddnakalpalataの 第 33章 Nandopanandivad…ina（蔵訳 匚Q
no ．5655： Ge　l47b4−149al，　D　no ．4155： Ke 　270a1／2−272a5／6］で は第 34 章）は全体で 26偈の
短編 で あ る
14）
．須 弥山 を 3重 に取 り巻い て 毎 日 3 回火 に満 ちた 息を （ucchvasam ＿
kirpapivakarp；cf．　dug　gi　dbugs　／／　me 　yis）吐 く両竜の せ い で 比丘 た ち は顔色悪 く衰弱 し
て い る （w ．5−7）． そ れ を知 っ た釈 尊が 目連 を派遣 す る （v ．8）． 目連 が 両 竜 を起 こ
そ うと して も目覚 めない が ， 大竜 に な っ て締め つ ける と， 目覚め怯 えて 逃 げ出す
（vv ．9−11）． 目連 は元 の 姿で 呼 び止 め ， 大竜 の 非存在 を明か して 恐怖 の 除去 ・安心
の た め に 帰依 を薦め ， 両竜を釈尊の もとに連 れ て行 く （vv ．12− 16）， 釈尊は法 を説
き，両 竜王 の 過去 を語 る． 目連 と竜王 の 直接対 決が第 10偈 cd 「その とき ［彼は］
巨大な竜の 姿 に なっ て まとめ て巻 きつ い た」（tada　mahnnagavapur 　bhittVfi［sa］samave ＄tayat；
cf．　de　tshe　de　ni　klu　chen 　gyi〃 lus　su　gyur　nas 　yang　dag　b。ings〃） とい う 1場面 の み で あ る 点
は根本有部と同 じあ り， 竜王 の 前生譚を含めて 『根本有部律』の 系統の 焼 き直 し
と思 わ れ る，
5 ． さまざまな経典 Nandopananda は対応す る漢訳経典 と蔵 訳経典が 現存 し，
他の 仏典に 引用 さ れ た 内容か ら多 くの 異本の 存在が推 測で きる． 例 えば ， 『大智
度論』Tno ．1509，　vol ．25， 78b11− 12には 「如 降難 陀婆難i陀竜 王兄 弟経 中説 ， 舎婆提
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国飢餓」 とい う記述 が ある が ， 上 の 文書 の なか で 飢饉 の 逸話 を語 る もの は ない ．
また ， 別 の 箇所 で は結跏趺坐の 威力 を示 す事 例 と して ， 難陀婆難 陀竜 王兄 弟が 舎
婆提城 を壊す 目的で 武器 や毒蛇の 雨 を降 らせ る と， 坐 した 目連が 花な どに 変えた
とい うエ ピ ソ ー ド （300a29−b2）が 語 られ る
15）
． こ れ は 『増一 阿含』 と漢訳 「根本
有部律』 に見 られ る第 2 幕 に相 当す る． その うち 「結跏趺坐」 を明示 する 前者 に
近 い と推測 で きる が ， 降下 物 は 合致 しな い
16）． そ の た め ， 『降難 陀婆難 陀 竜王 兄
弟経』（
＊ Nandopanandanagarfijadamanasatra） は ， 正 確 に は どの 現存 文 献に もあて は ま
らな い ． 「大智度論』 の 作 者や 引用 経 典 を ど う評価 す る か に も関 わ るが ， 上 座 部
で は ス リ ラ ン カ の 古長 老 ， 三 蔵 チ ュ ー ラ ナ ー ガ
17）
が Nandopanandadamana を自
説 に 援用 して い た とい うVism の 記述 を考え る と ， イ ン ドで も紀元前 1世紀 〜紀
元 2 世紀 頃に は類似経典が 広 く普及 して い たの で あろ う．
　最後に 中国へ の 経典の 伝播を指摘 して お きたい ． 現存す る 単独 の 漢訳経典 は支
謙訳 （また は 失訳 ）『竜 王兄弟経』の み だが ， 6 世紀初頭の 宝 唱等に よ る 「経律異相』
Tno ．2121，　voL53 ，75a12−75b7 「目連現 二 神足力 降二 竜王 十七 」 に は 「降竜経 」 の
紹介が あ る ． そ こで は 暗闇の 理 由 を問 うの が 「私 檀 （大正 蔵 は 「弘檀」）」， 竜 退 治
の 名乗 り出が 「受彼」で あ り， 「須檀 」 と 「愛 波」 とす る 『竜王 兄弟経』 と恐 ら
く一 致 して い る． ま た， 目連 の 巻 きつ きが 3 重 と 14重 の 2段 階 で あ る 点 も共通
する ． 話の 要 素 も進行 も 「竜王 兄弟経』 とほ ぼ 同 じで あ る が ， 内容 は 簡 略で 細部
に異 なる箇所 も多い ． 例 えば ， 竜王 が須弥 山を 7重 に巻い て い る状況や 目連が 帝
釈 天 の 許へ 挨拶 に 赴 く場面 を欠 くこ と ， 竜王 が煙 と火 を吐い た 後 に 目連 を 1巻 き
する こ と，体内外の 出入で は左右 の 順 が逆 で ある こ と， 五 戒 を受けて 退出 した後
の 場面 を欠 くこ とな どの 違 い があ る． 但 し， 同書 か らの 借用 と思 われ る表現や 語
句が散見 され る こ とか ら現存 『竜 王兄 弟経』 の 要約 （再話 ） と考 えられ る．
　経録 の 記述 は ど うだ ろ うか
18）
． 『歴代 三 宝紀』Tn   ．2034，　vol ．49，57c17や 『開元
釈教録』Tno ．2154，　vol ．55， 488b18などの よ うに 「難竜王経一 巻」の 訳者を支謙 と
す る な ら， 彼 の 訳経活動期 間 （A ．D ．・222−253）に は 中国 に伝来して い た こ とに な る．
同 じ 『歴 代 三 宝紀 』91cl8や 『開元 釈 教 録』528c8な どに は求那跋陀羅 （394−468 年）
訳 「目連降竜王経一 巻」が別経 として 記録 され て い る． しか しそれ ら以前 ， 梁の
僧 祐 に よ る 『出三 蔵記 集』 Tno ．2145，　vol ．55，　6c−7aの 支謙訳 出 経一 覧に は見当た
らず ， 「難竜王 経 儺 竜経 ）一 巻」が 「新集安公 涼土 異経録」 （19a6） とい う訳者不
特定 の 文書類 に分類 され ， 「目連 降竜王経 （降竜王経 ， 降竜経）
一 巻」が 「失訳 雑
経録」 （23bl2） に見 られ る ． 法経等の 『衆経 目録 （法経録 ）』 Tno ．2146，　voL55 ，131a
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19で は 「竜王兄弟経 （降竜 王経 ， 難竜 経）一巻 」 も失訳扱 い で ある ，
　 こ の よ うな状況 か ら現 存 『竜王兄弟経』 の 訳者 を支 謙 とす る こ とには疑 問が あ
ろ うが ，
＊Na皿da［upananda ］nagarajasUtra （難竜王 経）や
＊NEgar5jadamanasitra （降竜
王経） とい っ た名の 経典が 6世紀以 前 ， あ るい は 5世紀半 ば に は 中国 で 流布 して
い た こ と は確実 で あ る． また ， すで に イ ン ドで 多様化 して い た状況 を鑑 み る と ，
別 々 に 伝来 ・翻訳 され た複数の バ ー ジ ョ ン の 存在 を想定する必要が あ るだ ろ う．
僧祐の 当時 ， 「難竜王経 囃 竜経）」 と 「目連降竜王 経 （降竜王経 ， 降竜経）」 との 両
者 と もに有 本で あ っ た こ とか ら， 確認 の うえ別経 と された と考 え られ る． また ，
偽経 とさ れ る 『仏説仏 名経』Tno ．441，　voL14 ， 211c22も 「南無 竜王兄弟 経 ， 南無
降竜王 経」 とい うように ， 2 種の経典名 を挙げて い る．
6． ま とめ 　 こ れ まで 筆者 は 上座 部大寺派 に お い て 仏典結集 に収 載 され な か っ
た文書群 を調査 して きたが ， 今 回 の よ うに上座 部の 正 典外 文書 と同 じ趣 旨の 物語
が ， 他 の 仏 教教 団の 経蔵 （『増
一阿 含』）や律蔵 （『根本有部律』）に 確 認で きた の は
唯一 の ケ ー ス で あ る ． 阿含 との 関連で は， さ らに 有部の 『雑阿含』 Tno ．99 （604），
voL2
， 168al−7 に もこ の 逸話 が 知 られ て い る （本稿注 6）． た だ し， 『増 一 阿含』 は
パ ー リ註釈文献に記載 され る仏伝な どを他 に も多く含み ， 文書 の 編纂や帰属 部派
に も問題が あ り， 正 典 ・外典 を議論する た め の 材料に な りえな い ．根本有部の 律
蔵 も， こ の 事例 の よ うに他部派の 律蔵に存在 しない 説話や伝説 を取 り込ん で 最終
的 に 完成 した の は比較 的遅 い 時期 と思 われ る ． こ れ ら北伝仏教 の 三蔵の 場合 ， 上
座 部 の よ うに文書 範 囲 が確 定 し閉鎖 した 「正 典 ， canon 」 の 観念 をあて は め られ
る の か 疑 わ しい ． お そ ら く遅 れ て 現 れ た 「仏 語」 （を装 う文書や逸話）の 扱 い につ
い て ， 上座部 と他の 部派に は隔た りが あ っ た と考え られ る．
　 イ ン ド ・ス リラ ン カ で 教 団 を越 えて 広 く共有 され て い た ナ ン ドーパ ナ ン ダ竜王
調伏譚の 起源 につ い て は簡単に結論づ け られ な い が ， 現存資料の比較 を通 じて そ
の 中核部分 を探る こ とは可 能で ある． そ れ ぞ れ の 類 話に 多彩 な脚色 が 施され て い
て も， すべ て に共通す るの は 目連が 巨大な竜 とな っ て 須弥山 ご と竜王 を締め上 げ
る 戦闘場 面で あ り， こ れが 物語 の なか で 最大 の ハ イ ラ イ トと もい え る だ ろ う． こ
の 意味で ， vism で 神通 に よ る 身体変化 （巨大化 ）を論議す る際 に Nandopananda
を俎 上 に載せ るの は当然で あ ろ う． 東南 ア ジ ア の 仏 教壁画 で こ の 竜王 調伏譚が 図
像化さ れ る際 も必 ずこ の シー ン にス ポ ッ トが 当た る こ とか ら も， 上座 部で は一 貫
して こ こ が物語 の 主要 な見所 と捉 えられて い た こ とが わか る ．
　『増一 阿含』 で は ， さ らに 竜王 に よ っ て 天 か ら注 が れ た雷電 や豪雨や 瓦礫や 刀
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剣
19） を 日連が 花 な どに変 える エ ピ ソ ー ドが 加 わ り， もうひ とつ の 迫力あ る ク ラ
イ マ ッ クス を演 出 す る ． 『根本 有部律』 の 語 り手 （編者）の 興 味 は ， も はや 須 弥
山で の対決 で は な く， こ の 王 宮上 空で 繰 り広 げ られ る 目連 の 奇跡的 な能力の 方 に
移 っ て い る こ とは 明 らかで あ る （戒条 との 関連 か）． 『大智度論 1 が 注 目す る ポ イ
ン トも， 目連 の 神通 （結跏趺坐 ）が竜 の 攻撃 を無力化す る 第 2 幕で あ る ．
　 1「増 一 阿含』や 「根本有部律』に お ける 目連 とナ ン ドー パ ナ ン ダ両竜 の 対決 シ ー
ン は ， ス ヴ ァ ー ガ タ （善来）比丘が ア シ ュ ヴ ァ テ ィ ー ル テ ィ カ 竜を退 治す る飲 酒
戒 （有部系で は 波逸提法第 79）の 因縁 譚 を髣髴 と させ る ． また ， 上 座 部 の 外典 文 書
rVandopanandaの 方 で も， パ ー リ律等 で 語 られ る飲 酒 戒 （P5cittiya第 51）の 因縁 譚
（サ ーガ タ の ア ン バ テ ィ ッ タ竜 退 治）か ら の 影響 ， さ らに ウ ル ヴ ェ ー ラ ー に お け る
ブ ッ ダの 竜退治 に遡 るモ チ ー フ が 見 られ る． こ の よ うなナ ン ドーパ ナ ン ダ竜王 調
伏譚 の 形成 に 関 わ っ た素材の 解明が 次の 課題 と して 残 され て い る ，
1 ）Sp　IV．742： tisso　sahgitiyo 副 hadha  a卑 ycva　padas。　vEcentassa 　apatti．．．　tisso　safigitiyo
anirO1he 　pi　Ku 里umbasutta 叩 RfijovAdasuttarp　Tikkhindriya甲 Catuparivattarp 　Na 皿do −
pana 皿dan　ti　idise巨patti　yeva，　Apalfiladamanan 　pi　vuttam ，　Mahapaccariyam 　panu　patisiddharp．
2 ）拙稿 「『清浄道論』に挿入 された 目連 の 竜土退治物語　　ナ ン ドーパ ナ ン ダ （ナ ン
ダウパ ナ ンダ）の 調伏　　」「こ ども教育宝 仙大学紀要』5， 2014， pp．823−816お よび 「仏
典結集で 収 載 され なか っ た Nandopananda ［−n 蕊ga囘 adamana ］　　 上 座 部 に お け る 外 典文
書の 形成 と展 開　　」 『パ ー リ学仏教文化学会』 28， 2015 （予 定）．　　　 3 ）先行研 究
として は Dorothy　Fickle，
“
The　Story　of 　Nandopananda
，
”
　Adyar　Libra，p，　Bulletin　51， 1987，　pp，327−
47 が挙げ られ る．　　　 4）文献情報 や研 究状 況に つ い て は 菅原泰典 『経集部小経解題」
自費 出版 ， 2000， p．133参照 ．　　　 5 ）但 し，気 を吐 い て 雲 ・霧を起 こ した か ら と い
う理 由も重な っ てい る （「瞋恚作変吐気為雲故⊥ 「吐気出霧故」）．　　　 6 ）赤沼智善 『仏
教経典史論」法蔵館 ， 1981， pp．37−38で は， 『増一阿含』 の 大乗的色彩 の 事例 と して ，こ
の 竜王 調伏の エ ピソ ー ドが 『大宝積経』に 含まれる 経説か と疑問符 つ きで 示 され る が ，二大
宝積経』T　no310 ，　voLll ， 75。17− 19で は 目連 の 二 大 事跡 に言及するだけで 物語 を含 まな い ．
その 点で は ， 『ジ ャ
ー タ カ註』や 『大智度論』や ア シ ョ ーカ王伝 （Divybvadana ， 「阿育王
伝』， 『阿育王経』， 『雑阿含経』）も同様なの で ， こ の 例は当て は ま らない ．　　　 7 ）Cfi
Vism　391
，
　Dhammapada −at；hakathd　III．224： 『雑阿含経』 T　no ．99 （506）， vo1 ．2， 134a−c ，　etc．
8 ）703c21−25： 爾時 ， 難 陀優 槃難陀竜王 遶須弥 山七 匝 ， 極興瞋恚 ， 放大煙火．是時 ， 目
連 自隠本形 ，化作大 竜王 有十 四頭，遶須弥 山十四 匝，放大火煙．当在二 竜王 上住．704a
l1−14： 是 時， 目連 即化形 使小 ，便入竜 口 中，従鼻 中出．或従鼻入，従耳 中出．或入耳
中 ， 従 眼 中 出．以 出眼 中 ， 在眉上 行．　　　 9 ） タ イの Buddhaisawan 　Chapel な どの 壁
画で は ， 目連や竜王 が 7 頭 を有する例が ある．　　　 10）『根本説一切有部律』「薬事」
に も言 及 され るが， こ こで は釈尊に よる調 伏に な っ て い て ，調 伏場面 は語 られ ない ．八
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尾史 『根本説一切有部律薬事』連合出版 ， 2013， pp．73−74 （c£ 309）参照．　　　 11）867a
27−28： 目連即 入其腹振大雷霆 ， 睡仍不覚．Cf．　sprin 　chen 　po　bzhin　du　
’brug　bsgrags　par．
12）867b2−3： 即 化作竜 身大彼三 倍 ， 身遶二 竜周囲七 匝 ， 挙首而住．　 C £　des　klu　chen 　po
’i
lus　kyis　ri’i　rgyal　po　ri　rab 　la　lan　bdun　dkris　te　steng　du　gdengs　ka　chen 　po　byas　te
’dug　pa　dang．目
連の巻きつ き回数は他の 類話とは異なる．　　 13）上座部では 12世紀後半の Gurulug6mi
作 の シ ン ハ ラ語仏 伝文学 Amdvatura参照．　　　 14）類 話 の 存在 は 中谷英明先生 に ご教
示 い た だ い た．　　　 15）さ らに 221a26r27の 「是人瞋恚多， 為増瞋恚得解脱，如難陀
……」 も本経 と関連す るか ．　　　 16） 『十誦律』Tno ．1435，　voL23 ， 120c17には竜が毒蛇
を降 らす例が ある．　　 17）KU重ak 鄲 atissa 王 （在位 B ．C ．41− 19年） と同時代．森祖
道 『パ ー リ仏教註釈文献の 研究』山喜房仏 書林 ， 1984，p．395参照 ．　　　 18）林屋 友
次郎 『経録研究』前篇，岩波書店 ， 1941， pp．1068−1071参照．諸経録の 比 較
一覧につ い
て は小野玄妙編 『仏書解説大辞典』別巻 「仏教経典総論」，大東出版社 ， 1986， p．49， 109．
19）Sp　I．65 には ， 竜 王が煙 と火だ けで な く剣の 雨を放つ （sayam 　pi　dhUmayati 画 jalati　ph肛 a−
pav噸 hiyo　viss 鋤eti）場面 もあ るが ， もと もと上座 部で は竜に降雨の イメ
ージが伴 わな い ．
〈使用 テ クス トと略号＞
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